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朝霞市立朝霞第三中学校　

1

学校は、学校教
育目標達成に向
けて、全教職員
で組織的に取り
組んでいる。

B

・生徒の肯定的評価は94.1％（昨年度93.1％）で、高水準を維持してい
る。
・保護者の評価も87.7％（昨年度83.0％）と肯定的な意見が多数を占め
る。
・学校教育目標の理念を一人一人の教職員が理解し自主的に行動し
て、学校全体で組織的に取り組む。
・達成に向けた取組をホームページ等で広く公表し、目指す生徒像の
実現のため、一人一人が輝き、感動と笑顔あふれる学校を実現する。

A

・どの指標を見ても、本校の組織運営体制が適切であり、一定の効果を発揮していることが明確である。
・本校のウエブサイト及び、学校だより等の通信によっても、本校の学校目標や日常的に生徒や教師とともに育まれる
カリキュラムが公表され、その内実には確かなものがある。
・近年、外国籍の生徒が全国的に増えており、生徒が日本語に長けても、保護者が日本語の読み書きに十分習熟でき
ないという事例があり、学校の広報物への配慮、留意が必要であるように思う。本校がそれに該当するかどうかは不
明であるが、今後の視点として共有したい。
・様々な行事が縮小されたりする中、生徒の安全が第一で取り組まれていると感じる。その結果、目標に近づいてい
る。
・校内の雰囲気が明るいことは、先生方の率先した挨拶等の指導の賜物だと思う。
・改善する点については、しっかりと全教職員で見直しを図ってほしい。
・組織的に動くことは、「基本の基本」であることを意識して改善につなげてほしい。

2

学校は、安全・
安心に配慮し、
危機管理体制を
整えている。
（※いじめの未然防
止と早期発見、再発
防止等の組織的な対
応を含む）

B

・生徒評価は97.2％（昨年度97.3％）、保護者評価は84.4％（昨年度
84.5％）が肯定的回答。保護者からの信頼をさらに高められるよう、安
全対策を徹底していく。（地震・火災時の避難訓練、大雨時の垂直避難
訓練、不審者対応の避難訓練）
・アフターコロナの感染症対策、施設安全対策も徹底して教育活動を行
うことができた。
・生徒指導主任、教育相談主任を中心に共有を図り、組織的な対応を
とることができるように取り組んでいる。
・こころと生活アンケートに基づいた二者面談・三者面談を実施してい
る。

A

・近年の想定外の事態に対応して、事前の対策、訓練等が綿密に計画され、実施されており、安心・
安全な学校運営の基盤が出来ている。予防的に取り組まれる安全管理とともに、実際に事故や事
件などが起きてしまった後の危機管理に関しても、時宜を得た保護者会の実施や通信等による円滑
な意思疎通がなされており、特に、E-mailを通じた学校情報の社会への提供など、優れた取り組み
である。
・危機管理体制は、見守り、警備等も先生方が率先して行っていると感じている。台風などで黒目川
が氾濫した場合に、帰宅困難や送迎すらできない環境になるケースも予測されるので、その際の危
機管理体制などを学校だけでなく、生徒や各家庭にも周知して共有していきたい。
・校舎の施錠については、チェック体制を構築して職員の安全管理に関する高めていくべき。

3

児童生徒は、教
職員の指導によ
り、基礎学力を
身に付けてい
る。

B

・生徒の肯定的評価は94.7％（昨年度96.3％）、保護者の肯定
的評価は78.5％（昨年度84.5％）であった。保護者の信頼をさ
らに高めていくために、校内研修を通して各教科でのICT機器
の効果的な活用や教員の授業力、資質向上に努める。
・県学力学習状況調査では、全学年、全教科で県平均を上回
ることができた。結果の分析を行い、生徒の学力をさらに伸ば
していくために、各教科で学力向上プランを作成した。
・授業のオンライン配信を行うなど休んでいても授業に参加で
きるよう環境を整備した。

B

・自己評価の結果も高く、県の学力学習状況調査の経過も良好であり、特に、年次を追った生徒の
学力保障という点が本県では優れた取り組みであり、それを受けた校内における学力保障の取り組
みが成果を挙げているとみられる。学力は、生徒の姿の上に現れるわけであり、学校行事等の場に
おいて、生徒自身による実践的な活動の状況を点検し、その成果や課題を捉えていく努力が今後
必要である。今後の更なる向上を期待する。
・生徒の学力格差、各家庭の教育格差もあるが、成績の高い子とそうでないついていけてない子と
の差が激しいと感じている。学習に向けての姿勢は、家庭での習慣がメインだとは思うが、学校と協
力して、平均点の向上を目指してほしい。
・生徒が授業内容への不安を感じないように、学校全体で早急な改善が必要である。

4

学校は、学力向
上をめざし、児
童生徒の実態に
基づいて授業改
善に努めてい
る。

B

・生徒の肯定的評価は93.5％（昨年度96.6％）、保護者の肯定
的評価は71.1％（昨年度78.2％）であった。
・ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの実践をテー
マに校内研修を行い、更なる授業改善や学力向上に努めてい
る。生徒の実態に応じた指導と評価の一体化に基づくPDCAサ
イクルを実施している。
・学校ホームページ等を通じて、保護者に教育活動を発信して
いく。

B

・一般的にいって、中学校における校内研修が成立しがたい状況があり、その一つの要因として各
教科目ごとの孤立化、蛸壺化、予定調和的な態勢があるといわれている。生徒や保護者の自己評
価においては、前回並みの状況といってよいものがあり、特に、近年増加している若手教員の状況
とともに、ベテラン教員の大量退職によって、授業術といってよい教員の資質や能力を支える力量
が継承しにくい状況がある。本校では、指導と評価の一体化が図られているとのことであり、生徒の
学力保障の責任を第一義的には学校や教員が担っていくということが徹底している。今後のより一
層の向上を期待したい。
・ICTの導入など時代の変化に伴い先生方の指導方法にも様々な工夫がされている。
・大きな事故事案の発生は残念であったが、学びを止めることなく教育活動を続けることができた。
・A評価の比率が前年より低下しているので、生徒の実態に基づいて、授業を改善してほしい。

5

児童生徒は、生
活のルールに基
づき、発達段階
に応じた「規律
ある態度」を身
に付けている。

B

・生徒の肯定的評価は95.1％（昨年度91.4％）、保護者の肯定
的評価は94.6％（昨年度89.5％）で、「規律ある態度」は定着し
てきている。
・生徒は、先生との話し方、職員室の入室の仕方など、意識し
て取り組むことにより、発達段階に応じた適切な態度を身につ
けている。
・各委員会の活動により、生徒が自ら生活を見直す自主的な
取り組みが積極的に実施され、生活の改善につながっている。

A

・生徒指導と学習指導は、車の両輪とも喩えられるものであり、学力保障の徹底が生徒
指導上の課題の克服にも一定の効果をあげているとみて良いと思われる。今後とも、教
職員が一枚岩となり、粘り強い指導を通じて、学力保障とともに、生徒たちの理性や感
性を育む生徒指導を続けていただきたい。
・学生時代に生活のルールを身に付けることは大切だと感じている。
・小学校と違い、中学校では部活動などを通して規律などに生徒たち自身が成長の中
で、実感しているからこそ、身についているのだと感じている。団体生活の規律を中学校
生活を通して、身につけてほしい。

6

学校は、児童生
徒の実態把握に
基づき、規律あ
る態度の指導の
工夫・改善に努
めている。

B

・生徒の肯定的評価は96.1％（昨年度94.1％）、保護者の肯定
的評価は89.5％（昨年度86.5％）であり、教員の指導や改善に
対し一定の評価は得られている。
・毎週教育相談部会と生徒指導部会を開き、全教職員で課題
の共有及び改善・解決に向けた取組をしている。
・TPOに応じた服装、登下校の仕方など、実社会に応じたマ
ナーについて声掛けしている。

A

・いじめや不登校など、課題が山積する中にあって、保護者や生徒による自己評価が高
く、満足度が高い様子が伺える。不登校に関しては、より複雑化し、生徒ごとにさまざま
に異なる背景が存在しており、個別の事例ごとに、柔軟な対応が求められており、そうし
た中にあって、教育相談を通じた工夫がなされていることは、評価に値することである。
子どもの権利条約が国連で採択され、条約に批准してから30年以上が経過し、子ども
の最善の利益を追求することが全国民を挙げての課題となっている。そうした時代に
あって、本校において生徒の自主性を育てる取り組みが実現している点が素晴らしい。
・登下校の際もほとんどの生徒がマナー良く登下校している。

7

児童生徒は、体
育の授業や運動
部活動、外遊び
等の運動に意欲
的に取り組んで
いる。

B

・生徒の肯定的評価は89.8％（昨年度88.5％）、保護者の肯定
的評価は91.1％（昨年度81.0％）であった。
・体育授業で、準備運動時の工夫や体つくり運動の確保をする
ことで、意欲的に運動に取り組むことができる生徒を育成し
た。
・体育委員会主催の投力強化運動、昼休みのボールの貸し出
し、体育館開放を実施し、運動に意欲的に取り組んでいた。

A

・全国的に見て、体力の低下、生徒の肥満傾向が課題となる中で、本校においては、高い自己評価
結果であり、日頃の取り組みが功を奏していると考えられる。部活動による運動の日常化ということ
も重要である一方で、本校のようにスキー教室を特別活動として実施するなど、次の時代を見すえ
た生涯スポーツへの取り組みとして、特筆してよいものがある。
・コロナ禍でのマスクの使用が大変だと思った。
・三中生は、体育の授業や部活動、外部活動では、好成績を残している。
・体力不足は、三中だけでなく全国的な問題であると考える。なかなか生徒達に自由な時間が少な
く、体力を活かせる時間がないように感じている。
・体育館開放など運動しやすい環境づくりは良いので、続けてほしい。

8

学校は、児童生
徒の体力を高め
るため、意図的
に向上策を講じ
ている。

B

・生徒の肯定的評価は90.7％（昨年度86.0％）、保護者の肯定
的評価は83.2％（昨年度74.5％）であった。
・体育科を中心に授業での運動の機会を増やしたり、各競技
の掲示物を作成したりすることで、体力向上に向けた意欲を高
めている。
・部活動指導では、各部の実態、課題を踏まえ工夫した活動を
実施している。

A

・競技スポーツにとどまらずに、本質的に体力や健康を維持増進する視点から、日常的
な運動への関心、興味を喚起し、生徒が自主的に運動に親しむ環境づくりが重要であ
り、本校では、その実践において優れたものがあると思われる。全国的には、体力の低
下が課題となっており、その点で、地道な息の長い取り組みが望まれるところである。
・部活動を中心に先生方には、生徒のための活動をしていただき、感謝している。

9

学校は、保護者
や地域と連携
し、その教育力
を学力や体力の
向上に生かして
いる。

B

・生徒の肯定的評価は93.1％（昨年度74.7％）、保護者の肯定
的評価は87.4％（昨年度70.0％）であった。
・今年度よりコミュニティスクールとなり、学校運営協議会の熟
議に基づき、学校運営を実施している。
・土曜日の体育大会実施、土曜を含めた５日間の学校公開週
間の実施、ふれあい推進事業の開催、行事等のオンライン配
信等を実施し、開かれた学校づくりに努めている。

A

・何れも高い自己評価結果であり、地域にひらかれた学校づくりが実現していると考えられる。今後
は、教育課程の編成において、地域との関わり合いを重視していくことが必要であり、地域に存在す
る潜在的な人的・物的資源の発掘・開発・教育課程への展開をお願いしたい。
・土曜日の学校公開、体育大会は多くの保護者の目にふれる機会なので続けてほしい。
・各家庭のコミュニティ離れが原因の一つだと考える。共働きや様々な価値観からPTAも見直さなけ
ればならない時期に来ている。本来は学校と家庭と地域で学校を支えて、生徒達の成長を見守る必
要がある。学校運営協議会でもそれを議題に取り上げ、先生方と保護者、地域が連携の取れる環
境を整えていきたい。その課題の壁にある、働き改革の捉え方も共有していきたい。
・今年度より始まった学校運営協議会を充実させていきたい。

10

保護者や地域
は、学校と協力
し合い、児童生
徒の安全指導・
健全育成を推進
している。

B

・生徒の肯定的評価は94.6％（昨年度84.1％）、保護者の肯定
的評価は91.6％（昨年度82.5％）であった。
・PTA環境美化活動、PTA主催の教養講座は、PTA本部が中
心となり多くの保護者と連携し、実施している。今後も学校･家
庭･地域が連携して安全指導や生徒の健全育成を推進してい
く。
・今年度に学校ホームページを刷新し、随時情報を発信し、開
かれた学校運営を実施している。今後もオンライン配信等を積
極的に行い、協力体制を構築していく。

A

・学校運営において、地域に根ざすということはいうまでもないことであり、真に公共性を実現してい
くためには、学校が立地する地域にひらかれ、地域とともに成長していく視点が必要である。しかし、
その一方で、学校が持つ独自の資源や視点というものも重要である。ただ単に、社会的な経験や実
践を、学校内部に取り込めばよいということではなく、十分に吟味した上で意図的、組織的な取り組
みとしていくことが重要である。地域との連携を深めつつも、学校の独自性を追究する視点を今後も
持ち続けていただきたい。
・保護者が学校に預けてしまえば、全て学校に任せきりになっていることが、様々な問題に繋がると
思う。保護者間の連携や先生とのコミュニケーションの向上の為にPTA活動を通じて連携を深めて
いきたい。
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学校評価（共通項目）評価書

柱 No 評 価 項 目
自己
評価

自己評価の説明及び学校の考え
関係者
評価

注：「自己評価」及び「関係者評価」の欄はＡ～Ｄで記入
　　Ａは４点、Ｂは３点、Ｃは２点、Ｄは１点で換算した平均値から、Ａ：3.4以上、  Ｂ：2.6以上、  Ｃ：2.0以上、  Ｄ：2.0未満
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